
■ 当資料は、日興アセットマネジメントが市況等についてお伝えすることを目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資

料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載されている見解は当資料作成
時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。■投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産に
は為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご
覧ください。

3月は、ECB（欧州中央銀行）が、年内利上げの断念と新たな資金供給策の導入を決定したことに続き、FRB
（米連邦準備制度理事会）も、利上げに対して市場予想以上に慎重姿勢を示し、年内利上げ見通しがゼロに引き
下げられました。さらに欧米で経済指標が予想に反して下振れしたことなども重なり、世界的な景気減速懸念が
台頭し、金融市場では、月末にかけて変動性の高い展開となりました。

4月は、各国での選挙のほか重要イベントが目白押しとなるなか、米中通商協議の行方に注目が集まります。
まず閣僚級会合が、3月下旬の北京に続いて3日から米国で開催され、下旬には首脳会談が予定されています。
ここまでで何らかの合意に至れば、先行き不透明感の後退につながると期待されますが、トランプ米大統領が合
意後も中国製品への関税を「かなりの期間」維持する意向を示していることもあり、楽観視はできない状況です。
なお、米中交渉が進展すれば、遅れていた日米貿易交渉が開始される見通しです。

また、EU（欧州連合）からの離脱問題が燻り続ける英国では、メイ首相がまとめた離脱協定案が、3月29日の3
度目の議会決議でも否決されたことから、英国の選択肢は事実上、ハード・ブレグジット（合意なき離脱）か離脱の
長期延期となりました。英国が12日までに新たな離脱方針をEUに提示すれば、長期離脱延期の可能性が開けま
すが、依然として議会内での方向性がまとまらず、市場ではハード・ブレグジットが警戒されています。

このほか、中旬からは米企業の1-3月期決算発表が本格化します。主要500社の2019年通年での業績は、足
元で増益維持が見込まれるものの、法人税減税効果の剥落による下押しのほか、景気の下振れが懸念されるな
か、今後の見通しには慎重さが強まっています。ただし、足元で内需に底堅さがみられることや、半導体需要に
底打ち期待が高まっていることなどから、決算内容や企業の示す今後の見通しが市場の想定を上回るようであれ
ば、先行き不透明感が高まる相場への支援材料になると期待されます。

（信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成。スケジュールは予告なしに変更される可能性があります。）
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4月の金融政策、政治・経済イベント
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※上記は過去のものおよび予定であり、将来を約束するものではありません。

4月の注目される金融政策および政治・経済イベント
4月 予定

1日（月）
■日本、3月の日銀短観、政府が新元号を閣議決定・公表
■ユーロ圏、3月の製造業PMI ■米国、ISM製造業指数

3日（水） ■米中貿易協議（閣僚級会合、米ワシントンD.C.）
5日（金） ■米国、3月の雇用統計

7日（日） ■日本、統一地方選挙（都道府県と政令指定都市の首長・議会）

10日（水） ●欧州、ECB（欧州中央銀行）理事会 ●米国、FOMC議事要旨の公表

11日（木） ■G20財務相・中央銀行総裁会議（～12日、米ワシントンD.C.） ■インド、総選挙（～5月）

12日（金） ■英国、新たなEU離脱方針の提出期限 ■世銀・IMF（国際通貨基金）春季会合（～14日、米ワシントンD.C.）
17日（水） ■中国、1-3月期GDP ■インドネシア、大統領選挙・総選挙（開票作業は5月22日まで）

21日（日） ■日本、統一地方選挙（政令都市以外の市区町村の首長・議会）、統一補欠選挙

24日（水） ●日本、日銀金融政策決定会合（～25日、展望レポート公表）

26日（金） ■米国、1-3月期GDP速報値

30日（火）
■日本、退位の礼（天皇陛下が退位し、「平成」が終了） ■中国、3月の製造業PMI
●米国、FOMC（連邦公開市場委員会、～5月1日） ■ユーロ圏、1-3月期GDP速報値

月内
■IMF、世界経済見通し発表 ■米財務省、半期為替報告書の公表（中旬） ■米中首脳会談（下旬）
■日米TAG（物品貿易協定）交渉開始？ ■日米首脳会談（下旬？）

●金融政策関連

■政治・経済関連
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